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美術科の「やりくり」のたとえば 
～「作品との対話」―多様な視点で物事を見つめ，その世界観を深める力―～ 

木村 信一郎 
鳥取大学附属中学校  美術科 

E-mail: kimura_si2@tottori-u.ac.jp 

 

Shinichiro KIMURA (Tottori University Junior High School): An example of “Managing for 

solving problems” in art education.  Dialogue through works - Ability to look at things from 

various perspectives and deepen their views of the world- 
 

要旨 ― 「想像力により人間関係を構築してゆく力」の養成をめざして，全学年の美術科教育で

の表現と鑑賞活動に，オルタナティヴ活動（物事を多角的な視点で見つめることに重点を置いた

活動）の導入を試みた。題材として用いたのは主に肖像画である。 作品に「なる」行為で鑑賞す

ることで，それらを鑑賞して感じたことを相互に出し合い，他者の感じ方をとりいれることで，自己

の鑑賞力の幅と深さを高めることを目指した。このような相互討論の課程の取り入れは，鑑賞力

の向上に有効であった。 

 

キーワード ― 肖像画，オルタナティヴ，作品との対話 

 

Abstract — I have tried to introduce “alternative activities” which emphasize rearing of abilities 

to look at things multi-directionally to expression and appreciation activities in art education of 

the all grade of junior high school to nurse “ability for constructing harmonious human relations 

with imaginative power”. By appreciating the portrait in the act of" become", The aim of the 

activity was to develop and enhance breadth and depth of appreciative power, by sharing their 

impressions obtained through watching those works. It was found that introduction of such 

discussion to a class of art was effective in improving appreciative power.  

 

Key words — Portrait, alternative, dialogue through works 

 

 

Ⅰ．美術科の取り組みの概要 

1.はじめに 

「作品との対話」 

「対話」という表現は，“向かい合って話し

合うこと。また，その話。”とあるように，互

いに顔を見合わせ，声で会話する活動のように

とらえられることが多いであろう。ここで私が

あげる「対話」とは，アメリア・アレナス氏が

提唱した“思考能力，対話能力の向上を目的に

実践される対話による美術作品の鑑賞法”（＝ 

対話型鑑賞）を示している。たとえば，鑑賞活

動であれば，級友，先輩，後輩の作品に対して，

直接的であったり，間接的であったり，方法は

様々であるが，自分が感じ取った作品への思い

を送る活動は，作品を介した他者との対話と

いえよう。教科書や直接出会えない作家たちの

作品について考える活動も作品(＝他者の思

い)との対話と考えることができる。また，制

作(表現活動)も「対話」と捉えて授業展開を行

っている。例えば，これから描こうとする白い

紙，形を作ろうとする素材がなるべく姿，色は

なんだろう形はどうだろうと自分自身に投げ

かける表現活動は，作品を介して自分自身の思

いを探る私との対話と考えることができる。 

「多様な視点で物事を見つめ，その世界観を

深める力」 

国際化，少子高齢化等，様々な変化が進む我

が国において，生徒たちを取り巻く未来は予測

不可能な世界となると考えられる。近年，内閣

府が打ち出す Society5.0時代には①「読解力，

情報活用能力」②「教科教育の学びを自分の頭

で働かせて表現する力」③「対話・協働を通じ

て知識・アイディアを共有し新しい解や納得解
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を産み出す力」が必要と言われている。そうい

った状況の中において，異文化コミュニケーシ

ョンや世代間コミュニケーションといった多

様なコミュニケーション能力は社会人として

強く求められる時代となるだろう。そのような

世界を担う生徒たちに対し，コミュニケーショ

ン能力として「想像力により，人間関係を構築

していく力」「人と人をつなぐための能力」が，

今後必要であると強く考えるようになった。そ

こで，先に述べた能力を育てるための美術教育

の在り方や方法を，表現と鑑賞の活動を通して

広く探求することを目的として本テーマを設

定した。 

2.研究の視点 

「物事を決まった一方向からではなく，多角

的な視点で見つめること」 

具体的に「想像力により，人間関係を構築し

ていく力」「人と人をつなぐための能力」を育

成するためには何が必要なのか。人は，それぞ

れ立場や価値観によって物の見方が異なる。物

の見方が人によって異なっていることを理解

し，「他の人の価値観を理解すること」ととも

に，「自分の価値観を他の人に理解してもらう

こと」が人間関係を構築していくための第一段

階である。そのためには「物事を決まった一方

向からではなく，多角的な視点で見つめること」

を重点においた活動（＝『オルタナティヴ(も

う１つ別の)活動』と定義する）が重要と考え

た。たとえば，表現においては，発想や構想し

たことを材料や用具を使って実際に表現する

中で，他者の表現や，意見を取り入れることに

より，よりよいものに高められることがある。

創造的な技能においても，発想や構想をしたこ

とが具体的な形として現れ，表現を追求してい

く中で，技能が高まったり新たな技能を発揮し

ていく。鑑賞においては，他者の考えなども聞

きながら，自分になかった視点や考え方を発見

し，それらを取り入れながら，自分の目と心で

しっかりと作品をとらえて見ることにより，自

分の中に新しい価値がつくりだされていくこ

とになる。ただ，作品とは，それぞれ制作され

た時代背景やその時の作者が置かれている状

況，性格などが複雑に絡まって生み出されたも

のである。「多様な視点で物事を見つめ，その

世界観を深める力」が身に着いていく授業展開

を考える中で，ある程度の知識をやりくりしな

がら，作品の世界観を深める展開も１つであり，

そういった要因を控えて作品自体から伝わる

魅力を味わう展開も１つである。授業では，ペ

アや小グループ，クラス全体など形態を変えな

がら，表現と鑑賞の活動の中で生徒それぞれが

別の視点で考え，共有し高め合う「オルタナテ

ィヴ活動」を授業で実践しながら研究を重ねて

きた。 

「鑑賞と表現の流れを一体化した短時間教材

の開発」 

美術科には，表現と鑑賞の二領域がある。令

和３年度より，実施となる学習指導要領におい

て，評価の観点が整理されて，４観点から３観

点に整理されたように，今後は表現と鑑賞の一

体化も求められるだろう。鑑賞には，自他の作

品などについて考えや思いを深く追求する活

動があるが，それには，「個でじっくりと味わ

い，考えること」のみならず，「他者と考えや

思いを共有し，高めること」が美術教育には求

められていると考える。表現も同様のことが言

え，自己の満足で終わるものではなく，作品へ

の思いを他者に伝え，共有し，自己の心理を深

く見つめ，その世界を表現しようと追求するこ

とが必要であると考える。つまり，鑑賞と表現

はどちらも同じく，自分と他者との関係の中で

高められるものであると言える。しかし，授業

数の減少，表現活動の時間の確保などによって，

現状としては，表現と鑑賞が分断化され，鑑賞

が単一単元で扱われることが多い。そこで，授

業としては，鑑賞と表現の流れを一体化した短

時間教材の開発，実施をしている。これまで身

に付けた知識，技能を駆使し，また，自己発信，

他者理解を繰り返しながら，一方的な見方に捕

らわれず，新たな見方を生徒同士が共有しなが

ら「やりくり」の力を身に付けさせたいと考え

る。そのためには，ただ知識や技能を教え込ん

で与えるのではなく，その原理や意味を考えさ

せ，理解させる必要がある。 
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[1]撮影時のみマスクを外し、作者の気持ちを表情で表す。 

[2]撮影は距離を 

とって行い、パ 

ネル及び撮影機 

材はその都度消 

毒を行う。 

 

Ⅱ．授業 

1.題材と対象学年，実施期間 

題材名：「作品との対話～みる・なる・しる ～」 

対象学年：全学年 

実施期間：４月～７月に１～２時間 

2.授業構成 

本題材は，前期前半に全学年で行っている。

「作品との対話-多様な視点で物事を見つめ，

その世界観を深める力-」は，「生徒の学びの充

実」＋「限られた時間数」＝鑑賞と表現の流れ

を一体化した短時間教材の開発を踏まえて，各

学年の成長過程，学習目標に応じて鑑賞対象を

設定している。授業内容は共通して，次の①～

③の３過程である(表 2.1)。      表 2.1 

 学びの過程 内容 

① 「みる」 時代背景も含めて作品を鑑賞。 

② 「なる」 作品の登場人物の心情を考え，表

情，動きを演じ写真作品を制作。 

③ 「しる」 ①②の活動を通して，個人，集

団（班・学級）で深く学ぶ。 

なお，今年度は，コロナ禍を踏まえて，②の

過程において，図 2.1 の[1][2]を授業形態に取

り入れて行っている。           

 

 

 

 

 

 

図 2.1 

3.各学年の授業構成 

3.1.第 1 学年 

 

 

 

 

 

 

第 1 学年では，美術作品との出会いを目標に

ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾀﾞ･ｳﾞｨﾝﾁ作「モナ・リザ」を扱ってい

る(図 3.1)。作品の選定は，事前のアンケート

から知っている名画として多く挙げられた作 

 

 

 

 

 

図 3.1 

品であること，教科書・美術資料に準じている

という点で選んでいる。長年全世界で普遍的な

魅力を持つこの作品を３年間の「みる・なる・

しる」の鑑賞活動の導入として実施した。 

3.2.第２学年             

 

 

 

 

 

 

図 3.2 

 第２学年は，顔と手の表情とその表現のよさ

を学ぶことを目標にｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾃﾞｭｰﾗｰ作「手」を

扱っている(図 3.2)。作品の選定は，教科書・

美術資料に掲載されており、２年時で扱う作品

に準じている点で選んでいる。ただ，例年はﾚ

ｵﾅﾙﾄﾞ･ﾀﾞ･ｳﾞｨﾝﾁ作「最後の晩餐」を扱っていた。

それぞれが演じる人物像を個々で設定しなが

ら，身ぶり手ぶり，表情を作り表現しようとす

る姿や，衣装や小道具を自主的に準備するなど，

やりくりする姿が見られる活動であったが，今

年度は，コロナ禍ということもあって，複数の

人物を密接した形で行う要素があるので，先の

作品を扱っている。 

3.3.第３学年 

 

 

 

 

 

第３学年は自画像を制作する過程で４人の

作家の自画像を２点ずつ使用した。いずれも本

教科書・美術資料に掲載されている作品から同

一作家の制作時代の比較，多岐に渡る作風等を

考慮して選んでいる(図 3.3-1)。 
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図 3.3-1 

また，これまで①の活動において教師がスラ

イドで伝える学習を行っていたが，作品に対し

てより探究心を持って向き合うことをねらい，

作品・作者についての時代背景を含めて書かれ

た説明文をもとに自分たちが「なる」作品を想

像して描き(図 3.3-2)，そのうえで作品を「み

る」活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-2※説明は図 3.3-1 の⑧について 

Ⅲ．生徒の観察と分析 

1.第 1 学年            

図 1.1,2は授業時の様子及び授業後の生徒の

振り返りを分析したものである。図中の過程は

Ⅱ2 の３過程を示しており，内容として多いも

のをまとめ，順に示している。図 2.1，3.3 も

同様とする。            

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 

多くの生徒が興味を持った①「みる」活動は教

師による作品について 

制作背景の解説を聞く 

過程である。一般的に 

よく知られた作品であ 

ったため，それぞれが 

作品に対して持つイメ 

ージがあり，そこから 

の意外性を聞く活動は， 

生徒にとって興味深か 

ったことが伺える。それを踏まえて②「なる」

活動では，作品の内側に立つという考え方に興

味を持ち，意欲的に取り組む姿が多く見られた

が，①で得た制作背景を再現しようととらわれ

すぎて，作品に対して自分なりの「物語」を描

くというよりは，正解を求めるような姿が多く

見られた。これは，「みる」活動における情報

量，情報の与え方について，個々の想像力を引

き出す手立てとして，今後の改善が必要と考え

る。 

2.第２学年            

生徒は定期試験で本作品について自分なり

の「物語」を持った上で授業に臨んでいる。そ

れぞれが作品に対して抱いた「物語」を共有し，

事実を紐解いていく形で「みる」活動を行った。

図 2.1,2は授業時の様子及び授業後の生徒の振

り返りを分析したものである。             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 振り返り内容
②③ 手の表情を作る中で、ハンスの苦労と願いが知れた。
② 願う気持ちが伝わるように「なる」を行った。
② 真剣な顔か泣いているのではと思った。

②③
今日は表現できなかったが涙を流していたのかもしれない。苦労したからこ
そデューラーに同じ思いをさせたくなかったのではとも感じた。

① 自分が想像していた作品の背景と大きく違い感動した。
① 絵の背景は自分ではなく人のために祈っていることがわかり、とても切ない絵と感じた。

②③

何かを祈ることは表情に現れると思い、「なる」活動で客観的にみると自分
は何を思いながら祈っているのかわからないので事実を含めた上で考えるこ
とが大切であると思った。

② きっと優しそうな顔をしていたのではと思い、演じてみた。
② あえてハンスが伸ばすことができなかった曲がった指を伸ばして表現した。

②③ 事実を知って驚いた実際やると辛さが伝わってきて悲しかった。
③ 考えて話し合う中でさまざまな感じ方があっておもしろかった。

 

過程 振り返り内容 

② ＊作品の中に入って考える感じが楽しかったです。 

①② ＊「みる」でいろんな疑問を持ち、「なる」で少しずつ分かるのを感じ

た。 

② ＊「なる」活動で作品がグッと近くなりました。 

①② ＊「みる」を踏まえて「なる」と視野が広がった気がしました。 

② ＊作品の内側に立つ、対話する鑑賞がとても新鮮でした。 

③ ＊話し合いによって新しい発見があった（顔の角度、思い） 

① ＊謎が多いからこそ世界を魅了する作品だと分かった。 

① ＊技法の効果を理解しそれが作品の雰囲気を作っていることがわかっ

た。 

①③ ＊アドバイスをもらいながらやったので実際彼女もアドバイスをもらた

のかなと思った。 

①② ＊口は笑っていたけど目は悲しそうだった。 

図 1.2 

図 2.2             図 2.3 

 

図 2.1 
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問題 ① ④ ⑤ ② ③ ⑤ ⑥ ⑦
2019年度 33% 56% 75% 62% 35% 22% 35% 64%
2020年度 71% 72% 58% 69% 71% 77% 71% 70%

図 2.1 が示すように，生徒は①「みる」②「な

る」の活動に興味を示している。特に本時の場

合，試験で各々が作品に対する「物語」を明確

にしていたこともあり，①の過程において，積

極的に作品について意見を交わす様子が見ら

れた。また②の過程においても自分が作者，モ

デルの思いをどう表したいかを伝えて，アング

ルなど，細かく写真の撮り方を伝えながら「な

る」活動に取り組む様子が多く見られた。作品

は「手」のみの描写がゆえ，顔の表情は想像す

るしかなく，生徒は，「手」から読み取れる人

物の感情を想像しながら，顔の表情を表そうと

試みていた。図 2.2 の今年度の振り返りと，図

2.3 の昨年度の 1年時の振り返りを比較すると

①②の活動のおける互いの意見を共有する共

同活動に興味を示していることがわかる。これ

は継続した学びの過程の中で共同活動（オルタ

ナティブ活動）が根付き，生徒の学びの中心に

なりつつある様子を示しているといえよう。 

3.第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱの 3.3 で述べた通り，これまでの研究を踏

まえて①「みる」活動に共同活動を取り入れた。 

図 3.1は昨年度，図 3.2は今年度を比較の通り，

これまで見られなかった①「みる」共同活動に

興味を示した様子が表れている。図 3.3 は授業

後の生徒の感想を分析したものである。個々が

持つ知識と説明文から考えられるそれぞれの

捉え方を持ち寄り，作品を表現する活動は，作

品への思いを掻き立て，意欲的に取り組んだ様

子が伺える。また，図 3.4 は授業後に行った定

期試験の問題文と正答率を昨年度と比較した

ものである。先に述べた通り，今年度「みる」

活動の改善を行ったことが大きく影響し，「み

る」活動での知識獲得が，顕著に表れているこ

とがわかる。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ.今後の取り組み 

これまで，鑑賞と表現の流れを一体化した短

時間教材の開発に年間を通じて取り組み，各成

長段階に応じた学びの充実に努めてきた。「な

る」鑑賞活動は，作品の内側に立ち，その作品

を深く味わう活動で，本校に赴任してから継続

して取り組んでいる。また，第３学年の題材に

おいて，多くの生徒の言葉に，“３年目の活動

で、一番作品，作者の気持ちに近づけた”，“３

図 3.1             図 3.2 

 

過程 振り返り内容

①②③
「みる」活動で作品の表情をみんなで考えたので、「なる」活動ではそれを
表現しようとする中でさらに作品への思いが広がったような気がする。

①②③ 3年目の活動で、一番作品、作者の気持ちに近づけたと思いました。

②③
言葉だけでは伝わらない作者の思いが、作品を通して伝わることに「なる」
活動はより深く繋がるのかなと3回目で感じました。

②
「なる」活動はこれから先、作品を見るときには実際にやれないと思うけ
ど、心の中でイメージしながらこれからも作品をみれたらなと思いました。

①②③
みんなの考えを絵で描いたり、写真で表すことで、作者がこの作品を描くまでにどの
ような人生を歩んできたというところまで広がりました。この経験はこれから別の作
品を見るときにつなげたいと思いました。

①②③

年老いたころの姿だったが、「みる」で考えていた感情を表現しようとした
ら視線は生き生きとした感じでみんな表現していたので、それだけ作者の情
熱みたいなものがあったのかなと思いました。

②③ 正面を向けない作者は物事から目をそらしていたのかなと感じました。

①②③
「みる」「なる」の活動で同じ作品なのにそれぞれがどうとらえているかを
しる活動が楽しかった。

③ どういう気持ちだったのかといろいろな視点に立ってみることが楽しかったです。

②③
なりきれたかどうかはわからないけど、作者の気持ちをみんなで考えたこと
で近づけたのかなと思う。

図 3.3 

 

図 3.4 
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回目だからこそ，言葉だけでは伝わらない作者

の思いが，作品を通して伝わることに「なる」

活動はより深く

繋がると感じた”

とあったように，

学年なりの成長

段階に応じて実

施しているから

こそ，鑑賞活動

に対する意欲の変化が表れたと考えている。ま

た“「なる」活動はこれから先、作品を見ると

きには実際にやれないと思うけど、心の中でイ

メージしながらこれからも作品をみていきた

い”など，今後の生活の中においての鑑賞の仕

方について言及する様子も多く見られ，授業で

終わらず，広がろうとしていると考えている。

また，生徒の中には，ただ単に現存する作品を

再現するのではなく，その作品に込められた作

者の思いを考え，そこに自分なりの解釈で「物

語」を見出し，鑑賞から表現へと発展させる姿

が見られた。              

右の図 1 は，第１学 

年の「なる」活動にお 

ける場面で，「モナ・ 

リザ」の鑑賞後，様々 

な肖像画として紹介し 

たときの様子である。 

生徒は，それぞれの肖 

像画に扮し，それぞれ 

の作品の時代背景を踏         図 1 

まえて会話する“遊び”を始めた。それはこち

らが意図したことではなく，「なる」の活動の

経験から生徒が獲得した新たな発想の姿であ 

った。図 2 は第２学年の

「なる」活動における場

面である。生徒はただ単

に作品を再現するので

はなく，人物の思いを自

分なりに汲み取り，意図

的に変化を加えて扮し

た姿である。こうした 

「なる」活動から，その作品の良さを伝え，味

わう鑑賞活動だ

けにとまらず，

「なる」活動を

表現活動として

自然と捉え，追

求する姿は，昨

年よりも多く見

られ，今後題材の発展を考える際に，表現活動

としてのよりよい展開を考慮する必要性を感

じている。 

作品が優先されがちな美術教育の現状にお

いて鑑賞の過程からの表現，また，鑑賞を踏ま

えての表現といったように鑑賞を含めた学び

の跡に作品が残る実践を今後も取り組んでい

きたいと考える。そして，中学３年間という成

長過程と関連づけて行った効果について今後

も研究し続けたいと考える。 
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